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あらゆる生物にとって遺伝情報の維持と継承はその種や細胞が存続するために重要である。DNA 損傷が修復さ

れないまま細胞分裂を行うと、染色体分配異常により異数体(アニュプロイド)が生じる。CENP-SX複合体は当初、

染色体分配に関わるキネトコア複合体の因子として見つかったが、DNA組換え修復の構成因子FANC-Mと複合

体を形成し、機能することが報告された。CENP-SXがどのように DNA修復と染色体分配の両機構にまたがり、基

質DNAを認識機能するか不明である。本年度はFANC-M/CENP-SX複合体の単体の結晶構造解析を行った。

大腸菌のタンパク質大量発現系を構築し、結晶化条件、クライオ条件を検討し、生体超分子ビームラインにて測

定を行なった。結晶化スクリーニングの結果、二種類の異なる結晶が得られた。それぞれを解析した結果、一方

は FANCM が結合していない状態の CENP-SX 複合体で、もう一方は FANC-M/CENP-SX 複合体であった。

CENP-SX からの FANC-M遊離は SDS-PAGE電気泳動によって確認した。これらの結果、FANC-M/CENP-SX

複合体は結晶化条件によって FANCMが遊離することが明らかになった。 
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